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キーワード： 疼痛治療学 

 
１．研究計画の概要 

種々の非侵襲的計測法を用いてヒトの脳
内痛覚認知機構を明らかにすること、及び、
基礎的研究によって得られた知見を元にし
て除痛治療を行う事、すなわち pain clinic に
おける Evidence-Based Medicine の施行が主要
研究目的である。 

 

２．研究の進捗状況 

 本テーマに関する研究は、世界的にもこの
数年間急激に増加してきている。しかし、脳
波、脳磁図、経頭蓋磁気刺激（TMS）といっ
た生理学的検査法と、 fMRI, NIRS, PET, 

SPECT などの脳血流あるいは代謝検査法を
組み合わせて総合的に研究を進めていると
ころは、世界的にもほとんど見られず、申請
者の研究グループは世界的にも最先端の研
究を行っていると考えられる。この 3 年間に
２８編の論文を発表した。代表的な研究報告
について紹介する。情動と痛覚の関係は深い。
実際に痛み刺激を与えられなくても、注射の
ような痛そうな写真を見ただけでも「心の痛
み」が出現する。その時に fMRI を計測する
と、実際に痛み刺激が与えられた場合と類似
の脳活動が、両側半球の島と帯状回に記録さ
れた。いわゆる「心の痛み」に関連が深いと
思われる興味ある所見であった。 

 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

この３年間に２８編の論文を発表してお
り、いずれも高い評価を受けている。また、
国内外の研究者との共同研究も３課題行っ
ており、既に成果を発表している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

痛覚認知に関与する脳部位が次第に明ら

かになりつつある。また、これまで経験的に

行われてきた外科的除痛療法の作用機序を、

基礎的知見に基づいて解釈できるようにな

ってきた。同様に、大脳に情報を送りあるい

は情報が送られてくる脊髄の機能も明らか

になってきた。今後は、末梢神経、脊髄、脳

幹、大脳を総合的に解析してくる必要がある

と考えている。     
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